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2019 年 3 月 26 日 

スカパーJSAT 株式会社

株式会社チャレナジー

スカパーJSAT 株式会社（本社：東京都港区、代表取締役 執行役員社長 高田 真治、以下ス

カパーJSAT）と株式会社チャレナジー（本社：東京都墨田区、代表取締役 CEO 清水 敦史、

以下チャレナジー）は、衛星通信と風力発電を組み合わせたソリューションによる事業提携

の開始に向け、チャレナジーによる第三者割当増資をスカパーJSAT が引き受ける出資契約を

2019 年 3 月 25 日に締結しました。 

この出資契約に先立ち、本共同事業の事業可能性調査として、チャレナジー沖縄試験場の

「垂直軸型マグナス式風力発電機」（以下マグナス風車）※1の試験機とスカパーJSATの衛星

通信システムを接続した共同実証実験を 2018 年 1 月から約 1 年間に渡り実施してまいりまし

た。※2

【共同実証実験の概要】

期間：2018 年 1 月 10 日から実施中。 
場所：株式会社チャレナジー 沖縄試験場（沖縄県南城市）

石垣島試験場（沖縄県石垣市）2018 年 8 月より追加 
試験機の定格出力：1kW 程度(沖縄試験場)、10kW 程度(石垣試験場) 
通信衛星 JCSAT-2B 通信速度：最大 上り 400Kbps / 下り 4Mbps  必要電力：最大約 45W 
実験の目的：   1. 試験機が発電した電力で地上通信機器を稼働、衛星通信環境を維持。 

2. 衛星通信により試験機の稼働状況を把握できるシステムの運用。

3. 試験機と衛星通信を用いた自律的な WiFi インターネット通信を維持。

スカパーJSAT とチャレナジー、

出資契約を締結

～衛星通信と再生可能エネルギーで SDGs 達成貢献ソリューション～ 

＜共同実証実験のイメージ図＞
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実験の結果、試験機は通信衛星との送受信に必要な電力を生み出し、マグナス風車の稼働

監視データを衛星通信サービスにより遠隔地からも受信・運用できるシステムの構築が可能

であるという見通しを得られました。この結果から、2018 年 8 月からは石垣島で稼働を開始

した定格出力 10kW の試験機に衛星通信を接続し、継続的な通信環境の試験を実施しまし

た。

マグナス風車は、好天下ではもとより、別名「台風発電」とも称されているように強風・

乱流下でも安定した発電が可能です。熱帯低気圧が多発する地域に設置でき、環境負荷も小

さく、実用化可能な世界で唯一の風力発電機技術として幅広い業界からも注目されていま

す。一般的な風力発電に用いられているプロペラ風車は事故・故障への懸念から荒天下での

稼働に制限が生じる一方、マグナス風車は安定的に電力を供給しつづけ、発電量の制御も可

能です。環境負荷の大きいディーゼル式発電に頼らざるを得なかった離島・山間部等の未電

化地域での活躍が期待できます。

スカパーJSAT とチャレナジーは、通信インフラ、電力ともに需要の拡大が見込まれる東南

アジアや太平洋州の島嶼国をはじめとする世界のデバイド地域でのサービスの拡大を目指し

ていきたいと考えています。チャレナジーは既にフィリピンでは現地有力財閥企業と現地法

人を設立し、国営電力公社や国営石油公社などと実証契約を締結するなど堅実な販路の開拓

を行っています。スカパーJSAT は高効率・大容量の衛星通信が可能となる JCSAT-18（ハイ

スループット衛星）の打ち上げを 2019 年度後半に予定しており、同衛星とマグナス風車の組

み合わせによりデジタルデバイド地域の解消を推進し、世界のあらゆる地域・人々への「不

便が快適にかわる生活」のご提供にむけた取り組みを両社で進めてまいります。

世界の風力発電市場（洋上を含む）は 2030 年までに 9.7 兆円まで拡大すると予測されてい

ます。※3 スカパーJSAT とチャレナジーは、この共同事業の実現により、今後はマグナス風

車の稼動データや気象データを蓄積、解析することで得られる知見と他のアプリケーション

からのデータを掛け合わせ、気象ビジネスや気候変動適応対策などの新領域にもビジネスを

拡大し、国連の掲げる持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けて積極的に取り組んでまい

ります。

※1 垂直軸マグナス式風力発電機概要

＜概形＞

・風車直径：約 7m
・風車&鉄塔部全長：約 15m~20ｍ
・基礎部サイズ：10ｍ×10ｍ×0.75ｍ

 風速 25m/s を超える台風下でも発電できる

世界唯一の風力発電機

 2017 年 7 月 特許第 6175594 号 取得

 12 か国に国際特許出願済み

動画 https://www.youtube.com/watch?v=FZY72pKNzI8 

＜10ｋW実験機＞ 

https://www.youtube.com/watch?v=FZY72pKNzI8
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※2 2018 年 1 月 30 日付けプレスリリース：世界初「垂直軸型マグナス式風力発電機」と衛星通信

で世界の離島・山間部での電力・通信サービス提供を目指し沖縄県で実証実験を開始！

https://www.sptvjsat.com/load_pdf.php?pTb=t_news_&pRi=1088&pJe=1 

※3 World Wide 陸上/洋上風力発電市場の現状と将来展望 2017」富士経済

https://www.fuji-keizai.co.jp/report/index/111607808.html

※4 再生可能電力と通信インフラの提供を通じて、チャレナジーとスカパーJSAT は SDGs に貢献

してまいります。

【スカパーJSAT 株式会社】 
代表者 ：代表取締役 執行役員社長 高田 真治

設 立 ：1994 年 11 月 10 日 
資本金 ：50,083 百万円 
本社所在地 ：東京都港区赤坂 1-8-1  
事業内容 ：放送と通信の通信融合のトップランナーとして、アジア最大の 17 機の衛星

を保有する、有料多チャンネル放送と衛星通信を提供している国内唯一の事業

会社です。加入者数約 300 万を誇る日本最大の衛星多チャンネルプラットフォ

ーム「スカパー！」を通じて多種多様なエンタテインメントをお届けし、日

本・アジア・オセアニア・ロシア・中東・ハワイ・北米をカバーする衛星通信

サービスは、「社会の安心・安全」を支えています

公式サイト ：https://www.sptvjsat.com/ 
宇宙事業サイト：https://www.jsat.net/jp/index.html 
スカパーJSAT グループミッション：https://www.skyperfectjsat.co.jp/about/principle.html

【株式会社チャレナジー】

代表者 ：代表取締役 CEO 清水 敦史 
設 立 ：2014 年 10 月 1 日  
資本金 ：10,000 万円（資本準備金含む） 
本社所在地 ：東京都墨田区八広 4-36-21 
事業内容 ：「風力発電にイノベーションを起こし、全人類に安心安全な電気を供給す

る」をビジョンに掲げ、台風下でも安定して発電できる次世代風力発電機「垂

直軸型マグナス式風力発電機」の実用化に挑戦するベンチャー企業です。現在

は、2020 年の販売開始を目指し、定格出力 10kW の量産開発に取り組んでい

ます。中長期的には、当該風力発電機の大型化により、水素エネルギー社会を

推進し、世界的なエネルギーシフトを実現していきます。

URL ：https://challenergy.com/ 
以上

https://www.sptvjsat.com/load_pdf.php?pTb=t_news_&pRi=1088&pJe=1
https://www.fuji-keizai.co.jp/report/index/111607808.html
https://www.sptvjsat.com/
https://www.jsat.net/jp/index.html
https://www.skyperfectjsat.co.jp/about/principle.html
https://challenergy.com/
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【参考資料】

＜将来の提供イメージ＞ 

例 1. 気象データ解析による発電量予測ビジネス 

例 2.  島嶼インフラ提供 SDGs貢献ビジネス 
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